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基本方針Ⅰ

みどりの役割

快適な未来に
誘導するみどり

基本方針Ⅱ

みどりの役割

魅力的なまちづくりで
ブランドを形成するみどり

基本方針Ⅲ

みどりの役割

暮らしの中に
幸せを運び込むみどり

目標基本方針

みらいへつなげる

ひとをつなげる

共生の
基盤

共生の
しくみ

4

まちをつなげる

共生の
空間

緑の資産の保全と継承
ーいたばしのレガシーとなるみどりを守り、

みどりの魅力を更に引き出しますー

農のみどりの保全と活用
ーいたばしで育まれた農を守り、

魅力ある都市農業を展開しますー

湧水の保全とうるおいのある水辺空間の創出
ーいたばしの潤いの源である湧水を守り、

親しめる水辺空間を創出しますー

生物多様性の向上による生態系の保全と再生
ーいたばしの生物多様性を守り、

みどりとのと共生関係の基盤を築きますー

都市の拠点となるみどりの創出
ー魅力的なみどりの拠点を創出し、

快適で愛着をつなぐまちを実現しますー

拠点間を結ぶみどりの創出
ー魅力的なみどりを結ぶ回廊を創出し、

歩きたくなるまちを実現しますー

まちなかに広げるみどりの創出
ーまちなかのみどりを創出し、

居心地のよいまちを実現しますー

みどりによる安心・安全の創出
ー持続可能で安心・安全なまちをみどりで創出しますー

みどりを楽しむライフスタイルの創出と醸成
ーみどりを通した「ふれあい」「学び」

「活動」「つながり」を創出しますー

公園を使いこなす仕組みづくり
ー公園をより柔軟に活用することで

みどりの魅力を引き出しますー

DXによる”みどり”の機能の発揮
－DXの推進により”ひと”と”みどり”をつなぎます－

前
計
画
の
目
標
を
踏
襲
し
つ
つ
、
状
況
の
変
化
を
捉
え
て
目
標
を
設
定

国土交通省所管の「あり方検討会*」提言による、めざす姿の実現
を促進させる施策と整合を図り新規目標として据えた*都市公園柔軟な管理運営の在り方に関する検討会のあり方に関する検討会
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施策基本方針

森林環境譲与税の活用
みどりで安心・安全で快適なまちづ
くり

みどりとふれあう機会づくり
みどりを学ぶ機会づくり
みどりと活動する機会づくり
みどりで連携する機会づくり
みどりとひとをつなぐ仕組みづくり

柔軟なルールの検討

SNSによる通報システム運用
デジタル広報

目標

基本方針Ⅰ

みどりの役割

快適な未来に
誘導するみどり

基本方針Ⅱ

みどりの役割

魅力的なまちづくりで
ブランドを形成するみどり

基本方針Ⅲ

みどりの役割

暮らしの中に
幸せを運び込むみどり

みらいへつなげる

ひとをつなげる

共生の
基盤

共生の
しくみ

緑の資産の保全と継承
ーいたばしのレガシーとなるみどりを守り、

みどりの魅力を更に引き出しますー

農のみどりの保全と活用
ーいたばしで育まれた農を守り、

魅力ある都市農業を展開しますー

湧水の保全とうるおいのある水辺空間の創出
ーいたばしの潤いの源である湧水を守り、

親しめる水辺空間を創出しますー

生物多様性の向上による生態系の保全と再生
ーいたばしの生物多様性を守り、

みどりとのと共生関係の基盤を築きますー

都市の拠点となるみどりの創出
ー魅力的なみどりの拠点を創出し、

快適で愛着をつなぐまちを実現しますー

拠点間を結ぶみどりの創出
ー魅力的なみどりを結ぶ回廊を創出し、

歩きたくなるまちを実現しますー

まちなかに広げるみどりの創出
ーまちなかのみどりを創出し、

居心地のよいまちを実現しますー

みどりによる安心・安全の創出
ー持続可能で安心・安全なまちをみどりで創出しますー

みどりを楽しむライフスタイルの創出と醸成
ーみどりを通した「ふれあい」「学び」

「活動」「つながり」を創出しますー

公園を使いこなす仕組みづくり
ー公園をより柔軟に活用することで

みどりの魅力を引き出しますー

DXによる”みどり”の機能の発揮
－DXの推進により”ひと”と”みどり”をつなぎます－

まちをつなげる

共生の
空間

ま
ち
づ
く
り
に
よ
る

魅
力
あ
る
み
ど
り
の
創
出

レ
ガ
シ
ー
に
つ
な
げ
る
み
ど
り

都
市
の
骨
格
を
形
成
す
る
み
ど
り

新たな担い手
によるみどりの

創出

計画テーマ
との関係性

まちづくりによるみどりの創出
公園改修による区のみんなが集う空
間の創出

みどりの回廊の創出

街並みの緑化推進
公園新設による地域のみんなが集う空間
の創出整備
公園施設の改修

樹林地の保全と継承
歴史ある大径木等の保全
板橋らしさを代表する緑の景観の保全

農地の保全と継承
農業の保全と継承

親しめる水辺づくり
湧水の保全と活用

自然環境実態調査の実施
エコロジカルネットワークの形成

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

活
性
化
さ
せ
る
み
ど
り
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施策体系の検討（現計画と次期計画の比較）

スライドの見方：
【左に現計画 ⇒右に次期計画】を表示して、変更理由を記載

―施策展開のテーマ―

現計画 次期計画

新規（施策⇒目標に変更）

都市の拠点となるみどりの創出
ー魅力的なみどりの拠点を創出し、

快適で愛着をつなぐまちを実現しますー

拠点間を結ぶみどりの創出
ー魅力的なみどりを結ぶ“回廊”を創出し、

歩きたくなるまちを実現しますー

まちなかに広げるみどりの創出
ー“まちなか”のみどりを創出し、

居心地のよいまちを実現しますー

みどりによる安心・安全の創出
ー持続可能で安心・安全なまちをみどりで創出しますー

記載例

3

都
市
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
に

合
わ
せ
て
変
更

いたばしグリーンプラン2035の施策体系案 資料２



施策体系の検討（現計画と次期計画の比較）

基本方針Ⅰ

みらいへつなげる

みどりの役割

快適な未来に
誘導するみどり

共生の
基盤

基本方針Ⅱ

まちをつなげる

みどりの役割

魅力的なまちづくりで
ブランドを形成するみどり

共生の
空間

基本方針Ⅲ

ひとをつなげる

みどりの役割

暮らし中に
幸せを運び込むみどり

共生の
しくみ

３つのテーマは継承
＜ひと・まち・みらい＞

計画の
バージョンアップ
増やす→活かす

骨子案で提示済みの内容
―施策展開のテーマ―

4
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施策体系の検討（現計画と次期計画の変更）テーマⅠ 目標について

基本方針Ⅰ

みらいへつなげる

みどりの役割

快適な未来に
誘導するみどり

共生の
基盤

緑の資産の保全と継承
ーいたばしのレガシーとなるみどりを守り、

みどりの魅力を更に引き出しますー

農のみどりの保全と活用
ーいたばしで育まれた農を守り、

魅力ある都市農業を展開しますー

生物多様性の向上による生態系の保全と再生
ーいたばしの生物多様性を守り、

みどりとのと共生関係の基盤を築きますー

湧水の保全とうるおいのある水辺空間の創出
ーいたばしの潤いの源である湧水を守り、

親しめる水辺空間を創出しますー

※大きな構成の
変更なし

現計画の目標は継承しつつ、より理解し易
く親しみやすい内容とするために目標のイ
メージをサブタイトルとして記載した。

現計画は、生物多様性の目標を3つ目に記載しているが、
緑・農・水の3つに生息する生物との意味から4つ目の目標
として据えた。

※目標 3・4
入れ替え

5
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施策体系の検討（現計画と次期計画の変更）テーマⅠ サブタイトルについて

基本方針Ⅰ

みらいへつなげる

みどりの役割

快適な未来に
誘導するみどり

共生の
基盤

緑の資産の保全と継承
ーいたばしのレガシーとなるみどりを守り、

みどりの魅力を更に引き出しますー

農のみどりの保全と活用
ーいたばしで育まれた農を守り、

魅力ある都市農業を展開しますー

生物多様性の向上による生態系の保全と再生
ーいたばしの生物多様性を守り、

みどりとのと共生関係の基盤を築きますー

湧水の保全とうるおいのある水辺空間の創出
ーいたばしの潤いの源である湧水を守り、

親しめる水辺空間を創出しますー

※大きな構成の
変更なし

骨子案の「計画のテーマ」である「レガシーにつな
げるみどり」をもとにした。

骨子案の「将来像」である「“ひと”と“みどり”の
共生」をもとにした。

農を区のレガシーと捉え、「都市農業の発展」
をキーワードとした。

かわまちづくりによる「にぎわい創出」もあるため、
「創出」をキーワードに加えた。

※目標 3・4
入れ替え

6
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施策体系の検討（現計画と次期計画の変更）テーマⅠ 施策について①

基本方針Ⅰ

みらいへつなげる

みどりの役割

快適な未来に
誘導するみどり

共生の
基盤

樹林地の保全と継承
歴史ある大径木等の保全
板橋らしさを代表する緑の景観の保全

農地の保全と継承（分類方法を変更）
農業の保全と継承（分類方法を変更）

「農地」として集約

実施済みのため削除

「農業」として継続

テーマⅢに移動

緑の資産の保全と継承
ーいたばしのレガシーとなるみどりを守り、

みどりの魅力を更に引き出しますー

農のみどりの保全と活用
ーいたばしで育まれた農を守り、

魅力ある都市農業を展開しますー

現計画の「農のみどり保全重点地区における取り
組み」と「生産緑地地区の指定による農地の保
全」を「農地の保全と継承」として集約した。

「農地の保全」のほか、「農業」の
「業」としての保全を新たに施策と
して据えた。

「農地」「農業」に分類し、
ひとのパートはテーマⅢに移動

7
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生物多様性の向上による生態系の保全と再生
ーいたばしの生物多様性を守り、

みどりとのと共生関係の基盤を築きますー

湧水の保全とうるおいのある水辺空間の創出
ーいたばしの潤いの源である湧水を守り、

親しめる水辺空間を創出しますー

施策体系の検討（現計画と次期計画の変更）テーマⅠ 施策について②

基本方針Ⅰ

みらいへつなげる

みどりの役割

快適な未来に
誘導するみどり

共生の
基盤

自然環境実態調査の実施（事業⇒施策に移動）
エコロジカルネットワークの形成

親しめる水辺づくり
湧水の保全と活用

現計画の「荒川将来像計画による自然地の保全と活用」を
親和性の高い「親しめる水辺づくり」に集約した。

湧水地点数調査、区民参加型いきもの情報共有事業、緑地・樹木
の実態調査、生物多様性に関する基礎調査といった多種多様な環
境調査を実施していることから施策に格上げした。

※目標 3・4
入れ替え

8

緑のガイドツアー
（ひと）として継続
掲載

「かわまちづく」を
「親しめる水辺づくり」
に集約
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施策体系の検討（現計画と次期計画の変更）テーマⅡ 目標について

都市の拠点となるみどりの創出
ー魅力的なみどりの拠点を創出し、

快適で愛着をつなぐまちを実現しますー

拠点間を結ぶみどりの創出
ー魅力的なみどりを結ぶ回廊を創出し、

歩きたくなるまちを実現しますー

まちなかに広げるみどりの創出
ーまちなかのみどりを創出し、

居心地のよいまちを実現しますー

みどりによる安心・安全の創出
ー持続可能で安心・安全なまちをみどりで創出しますー

同時期に改定予定の都市づくりビジョンで示された
方針を踏まえつつ、近年活発化するまちづくり事業
を「施策」として示していくべきと考え、

①拠点
②回廊（回遊性を持たせるもの）
③まちなか（拠点や回廊以外の区全体）

をキーワードとした体系とする。
（詳細は参考資料2）

都
市
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
に

合
わ
せ
て
変
更

「みどりによる防災機能の向上」を（施策⇒目標）
に格上げし、持続可能の要素を追加

9

基本方針Ⅱ

まちをつなげる

みどりの役割

魅力的なまちづくりで
ブランドを形成するみどり

共生の
空間
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施策体系の検討（現計画と次期計画の変更）テーマⅡ サブタイトルについて
基本方針Ⅱ

まちをつなげる

みどりの役割

魅力的なまちづくりで
ブランドを形成するみどり

共生の
空間

都市の拠点となるみどりの創出
ー魅力的なみどりの拠点を創出し、

快適で愛着をつなぐまちを実現しますー

拠点間を結ぶみどりの創出
ー魅力的なみどりを結ぶ回廊創出し、

歩きたくなるまちを実現しますー

まちなかに広げるみどりの創出
ーまちなかのみどりを創出し、

居心地のよいまちを実現しますー

みどりによる安心・安全の創出
ー持続可能で安心・安全なまちをみどりで創出しますー

「拠点」と「回廊」以外のまちなかのみどりの充実もみどりの
満足度に寄与すると考え、まちなかのみどり創出による
「居心地のよいまち」をキーワードとした。

「グリーンインフラ」活用の期待の高まりを受けた地域課題の
解決として「安心・安全なまちづくり」をキーワードとした。

都市づくりビジョン(素案)で示された「拠点」をキーワードとして、
みどりの「拠点」による「快適なまち」をキーワードとした。

都市づくりビジョン(素案)で示された「回遊性」もとに
「歩きたくなるまちの実現」をキーワードとした。

10
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施策体系の検討（現計画と次期計画の変更）テーマⅡ 施策について①

まちづくりによるみどりの創出（事業⇒施策に移動）
公園改修による区のみんなが集う空間の創出

みどりの回廊の創出（新規）

都市の拠点となるみどりの創出
ー魅力的なみどりの拠点を創出し、

快適で愛着をつなぐまちを実現しますー

拠点間を結ぶみどりの創出
ー魅力的なみどりを結ぶ回廊を創出し、

歩きたくなるまちを実現しますー

区全体からの集客を想定する規模の公園改修
を施策として据えた。

活発化しているまちづくりによるみどりの創出
を施策として据えた。

「みどりの回廊」にひとを呼び込み、まちをみどり
で活性化させるための施策として据えた。

11

基本方針Ⅱ

まちをつなげる

みどりの役割

魅力的なまちづくりで
ブランドを形成するみどり

共生の
空間

施策としては削除し、みどりの回廊
の創出の一部として掲載する

まちなかに掲載→（次項）

規模により分類（拠点orまちなか→（次項））

「拠点」に集約

イメージ（方針）が主旨のため、施策からは削除

→（次項）
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施策体系の検討（現計画と次期計画の変更）テーマⅡ 施策について②

街並みの緑化推進
公園新設による地域のみんなが集う空間の整備
公園施設の改修

森林環境譲与税の活用（新規）
みどりで快適・安全なまちづくり（新規）

まちなかに広げるみどりの創出
ーまちなのみどりを創出し、

居心地のよいまちを実現しますー

みどりによる安心・安全の創出
ー持続可能で安心・安全なまちをみどりで創出しますー

周辺地域の集客を想定する規模の公園新設を施策
として据えた。

計画的に実施する公園施設の改修の施策として
据えた。

森林環境譲与税をもとにしたみどりの維持管理や意識
啓発を施策として据えた。

グリーンインフラとしてみどりの機能を発揮させる
施策として据えた。 12

基本方針Ⅱ

まちをつなげる

みどりの役割

魅力的なまちづくりで
ブランドを形成するみどり

共生の
空間

施策としては削除し、みどりの回廊の
創出の一部として掲載する→（前項）

まちなかに掲載

規模により分類（拠点→（前項）orまちなか）

「拠点」に集約→（前項）

イメージ（方針）が主旨のため、施策からは削除
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施策体系の検討（現計画と次期計画の変更）テーマⅢ 目標について

基本方針Ⅲ

ひとをつなげる

みどりの役割

暮らしの中に
幸せを運び込むみどり

共生の
しくみ

「みどりを楽しむライフスタイルの推進」と「み
どりとひとをつなぐ仕組みづくり」を統合した。

みどりを通した「活動拠点の場」として重要な基盤
であることから、現計画の目標の文言を継承した。
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継承

統合
みどりを楽しむライフスタイルの創出と醸成
ーみどりを通した「ふれあい」「学び」

「活動」「つながり」を創出しますー

公園を使いこなす仕組みづくり
ー公園をより柔軟に活用することで

みどりの魅力を引き出しますー

いたばしグリーンプラン2035の施策体系案 資料２



施策体系の検討（現計画と次期計画の変更）テーマⅢ サブタイトルについて

継承

統合

基本方針Ⅲ

ひとをつなげる

みどりの役割

暮らしの中に
幸せを運び込むみどり

共生の
しくみ

みどりを楽しむライフスタイルの創出と醸成
ーみどりを通した「ふれあい」「学び」

「活動」「つながり」を創出しますー

公園を使いこなす仕組みづくり
ー公園をより柔軟に活用することで

みどりの魅力を引き出しますー

みどりを通した「協働」を実現するために、協
働のステップの基本となる「４ステップ」を
キーワードとした。（詳細は参考資料3）

国の「都市公園の柔軟な管理運営のあり方検討会 提言」の
主旨より「柔軟に活用する」をキーワードとした。
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施策体系の検討（現計画と次期計画の変更）テーマⅢ 施策について

基本方針Ⅲ

ひとをつなげる

みどりの役割

暮らしの中に
幸せを運び込むみどり

共生の
しくみ

みどりとふれあう機会づくり
みどりを学ぶ機会づくり
みどりと活動する機会づくり
みどりと連携する機会づくり
みどりとひとをつなぐ仕組みづくり

（目標⇒施策に移動）

柔軟なルールの検討（表現の変更）

公園を使いこなす仕組みづくり
ー公園をより柔軟に活用することで

みどりの魅力を引き出しますー

「みどりとひとをつなぐ仕組みづくり」
「みんなのやりたい・・」に表現変更

DXパートに「デジタル広報」として記載

表現変更（活動する機会づくり）

「みどりを楽しむライフスタイルの推進」
の施策に移動

みどりを楽しむライフスタイルの創出と醸成
ーみどりを通した「ふれあい」「学び」

「活動」「つながり」を創出しますー

「みどりとひとをつなぐ仕組みづく
り」の要素として継承

「ふれあう」「学ぶ」「活動する」「連携する」を循環させる仕組
みづくりを施策として据えた。

公園の価値を高めるための地域の実情に応じた
ルールの検討を施策として据えた。
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